
再生可能エネルギー新時代における水力開発セミナー（第4回） 

－ 環境に調和し地域に貢献するこれからの小水力開発について考える － 

 

 

趣 旨： 川が多く、水と地形に恵まれた日本の豊かな小水力エネルギーを、環境に調和し地域に貢献す

るように地域が主体となって本格活用するために何が必要かについて考える。このため、長野

県飯田市における再エネ利用に関する革新的な環境条例、かつての日本や現在の欧州ドイツ語

圏における水力利用を踏まえたエネルギーの地域自治を目指した取り組み、および群馬県の町

役場と専門家、建設会社等が協力した地域に貢献する小水力開発の取り組み事例を紹介し、日

本の貴重な資源、地域の共有財産である小水力を総合的に活用するための小水力開発推進策に

ついて会場全体で議論する。 

 

日 時： 令和５年５月２４日（水） 

      セミナー １３：００～１７：００  （受付 １２：１５～１２：５５） 

終了後、会場内で懇親会（飲み物、軽食 17:10～18:20 事前の参加希望者で実施） 

 

場 所： 立命館大学 東京キャンパス 第４・第５教室 

（サピアタワー8Ｆ：ＪＲ東京駅八重洲北口または地下鉄東西線大手町駅徒歩5分） 

http://www.ritsumei.ac.jp/tokyocampus/access/ 

 

主 催： ＮＰＯ法人水力開発研究所（略称：ＨＤＲＩ）と地域が主体となった環境調和型水力開発研究

会（立命館大学総合科学技術研究機構）の共催 

 

プログラム： 

（１） 開会あいさつ、ＮＰＯ法人水力開発研究所の活動状況について（井上素行、HDRI 代表理事） 

（２） 「エネルギー自治」を志向する飯田市の環境エネルギー政策（田中克己氏、長野県飯田市ゼロ

カーボンシティ担当参事（担当部長）） 

（３） エネルギーの地域自治の取り組み（手塚智子氏、市民エネルギーとっとり代表） 

（４） みんなで造る小水力発電所（吉川聰氏、元NPO法人環境技術研究所、現在は群馬県地球温暖化

防止センター） 

（５） 総合討議（参加者からのショートプレゼンテーション、コメント、議論など） 

（６） 閉会あいさつ（吉岡一郎、HDRI 理事） 

 

講演題目は仮タイトル。講演毎に質疑を行います。 

 

参加・申込み： 

定員 ８５名   参加には事前の申し込みが必要です。定員になり次第締め切ります。 

申し込み方法  Google アンケートフォーム https://forms.gle/ni5uajbYFPKv7URv7 に、氏名、メ

ールアドレス、所属、懇親会の参加有無を記入して申し込んでください。 

https://forms.gle/ni5uajbYFPKv7URv7


        参 加 費  セミナーは無料、 

懇親会参加者は、飲み物・つまみ代 1,000円を、当日、受付でお支払いください。 

参加申し込みの締め切り日：令和5年5月20日（土） 

 

問い合わせ先：   NPO法人水力開発研究所 宮永、吉岡 

     E-mail：seminar@hdri.jp 

 

 

 

 

 

HDRIの活動：環境にやさしく地域に永続的に貢献する水力開発の実現を推進することで、人と自然

の調和がとれた環境社会づくりに寄与することを目的とします。 

 

 

 

地域が主体となった総合的な水力開発の推進・支援体制の構築 

mailto:seminar@hdri.jp

